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富士通が SUNMicrosystems社(以下、 SUN社)からの OEMを受けて販売している S
シリーズワークステーション (SUNワークステーション同等品であり、以下、 SUNWS 
と略す)の集合体である。
1. SUN羽TS
機種 台数 SPECint92 SPECfp92 メモリ (MB)
S-4/10M30 1 45.2 49.4 
S-4/10GT 1 4"5.2 49.4 
3 21.8 22.8 
S-4/IX 7 21.8 21.5 
S-4/EC * 30 18.2 17.9 
* :ディスクレス含む
2. X端末 (Xstation) 4台
3.利用者ファイル等の共用ノ、ードディスク 約 8Gパイト





























ぶ。 3.2節参照)で利用する。ただし、 FMRパソコンの場合、 TTY端末インタフェース
(文字ベースのディスプレイ/キーボードのインタフェース。以下、 TTY環境と呼ぶ)も
選択できる。また、第二研究端末室の SUNWSでは、 Sunviewや OpenWindowsの環境
も選択できる。
|部屋 |端末種別(色:インチ数:利用環境) 同薮1主な用途
第一端末室 FMR(C*:15:TTYヲX) 64 一斉講義/演習
第二端末室 FMR(C:15:TTY，X) 10 自習
第二端末室 S-4jEC(M*:17:X) 19 小演習、自習
S-4jIX(M:19:X) 1 
第一研究端末室 S-4jEC(M:17:X) 3 研究
S-4jIX(M:19:X) 1 
Xstation( C:17:X) 4 
第二研究端末室 S-4jIX( C:19:TTY ，X，SunviewヲOpenwin) . 2 研究
S-4j10GT(C*キ:21:TTY，SunviewラOpenwin) 1 
FMR(C:15:TTY，X) 3 
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4. SUN WSから logoutコマンドでログアウトすると、自分の計算機に戻る。












ディスプレイは、 SUNWSの一部(第二研究端末室)、 X端末及び FMRパソコンがカ
ラーで、他の SUNWSはモノクロである。ただし、 FMRをTTY環境で使う場合は、
モノクロ。
キーボードは、すべて JIS系ではあるが、 SUNWS(Type5-JIS)、X端末、 FMRでそ
れぞれ異なる。
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1.まず、 CTRL，ESC， Backspace， Delete等の制御キーや、!， @，¥ し|等の記号
キーの位置を確認する。特に、 SUNWSでは、 ESCぅ CTRL， I等が変なととろ
についていて、使いにくい。








5. r同通貨Jマーク(￥)は、 ¥と同じ文字コードであり、画面上は、 ¥で表示さ
れる。






一方、 Macintosh tc代表されるパソコンのウインドウ環境(あるいは、 GUI=Graphical























ーより上位レベルのライプラリ (Athena，XView， OPEN LOOK toolkit等)が整備









1) SUN WS上の Xl1/R5附属のサンプル Xサーバ (PDS)





































































/home/cc/f1234 bachy'(f1234)10 cd test 
/home/cc/f1234/test bachy'(f1234)11 cd / 
/ bachy'(f1234)12 cd 
/home/cc/f1234 bachy'(f1234)13 
のようにディレクトリを移動するとプロンプトも変わっていく。
3. UNIX BSD4.3及び SVR3.2相当の標準コマンドや言語ライプラリ (Cノマインド、
一部 FORTRANパインド)が利用できる。一覧を調べたい時は、
/home/cc/f1234 bachy'(f1234) 10 m也 1intro 
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で、標準コマンド一覧を、
/home/cc/f1234 bachy'(f1234)11 m組 3intro 
で、標準ライプラリー覧を見るととができる。
3.4 基本環境の設定




































































医学部 . me 
歯学部 de 
薬学部 ph 
工学部 l号館 en 















から操作できる。 2DDj2HDの FDをUNIXのtar，dd等で操作できるが、 mtype，













エディタとしては、 UNIX標準の viと、 PDS(パプリックドメインソフト)の代表格で
ある emacsが利用でき、ともに日本語が扱える。市販の解説書もいろいろ出ている。
X環境では、 viは、 kterm上で起動する。 emacsは、単独の Xクライアントとして
起動する(別 windowが開く)方法と、 kterm上の TTY環境のプログラムとして起動す
る方法とがある。センターの標準では、通常は前者になる。後者の方法を取りたい場合
は、 -nwフラグ付きで起動すればよい。





emacs egg， skk等の emacs専用(内部)機能を使用
-nw付きの場合は kinput2も使用可
















1. xccmenuで初めに一度、 kを入力しておく。との時、 kinput2というプログラムが
パックグラウンドで立ち上がるのにしばらく時聞がかかるので、 2.より 1分以上
前に実行するのが確実である。



























2次元国際標準GKSとして SunGKSが、 3次元国際標準f>HIGSとして SunPHIGS
が、 C及び FORTRANから使える。
















































































Ihome/cc/f1234 bachy'(f1234)10 ma且 m組
と入力すればよい。さらに、との出力は 4.1節のプリンタに直接プリントアウトできる。
例えば、以下のようにすれば、第一研究端末室のプリンタ K出る。
Ihome/cc/f1234 bachy'(f1234)11 m組 m祖 Ilpr -Pkenl 
本稿に出てくる単語(キーワード)は、ほとんどすべて manコマンドで引ける。例えば、
X Xt-intrinsics archie bison 
cc csh dbx dos2unixtxt 
dvi2ps dvi2tty emacs 打7
from ftp gawk gcc 
ghostview gn gnuplot kermit 
kinput2 kterm lpr mail 

























一定積分 J;sin( sin( x) )dxの数値計算






/home/cc/f0003 godel%(fω03)62 math 
Mathematica 2.1 for SPARC 
Copyright 1988-92 Wolfram Research， 1nc. 
--Xllωindoωs graphics initialized -
1n[l]:= N1ntegrate[Sin[Sin[x))， {x，O，Pi}) 
Out (1) = 1. 78649 
1n(2):= v = NDSolve({ゲ'[x)+Sin[x)̂2y'(x)+蜘)== Cos(x)̂2， 
y(O) == 1. y' (0) = O}/y， (x，O，20}) 
IOut (2) = {yー>InterpolatingFunction[{O.， 20.}， <>)}} 
In(3):= Plot(Evaluate(y(x) /. v)， {x，0，_20}) 
Out(3)= -Graphics-
In(4):= Plot3D(Exp(一(x̂2+ŷ2))，{x，-2，2}， {y，-2，2}J 
日ut(4)=ーSurfaceGraphics- I i 
In(5J:= • 
回
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